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複雑性尿路感染症に対するKW-1062の 使用経験
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KW-1062は わが国で開発 されたアミノ配糖体抗生物

質でFig.1の よ うな構造を有 し,ゲ ンタマイシンと極め

て類似 している。基礎的研究により吸収排泄はGMと ほ

ぼ同様であるが,ア ミノ配糖体に特有なNephrotoxicity

お よびOtotoxicityはGMよ り低いといわれている1)。

今回われわれも本剤臨床治験の機会を得,特 に複雑性尿

銘感染症に対する臨床効果 と副作用について検討してみ

たのでその成績を報告する。

I. 投与 対象および投与方法

昭和50年9月 から昭和51年7月 までの九州大学泌尿

器科入院の尿路感染症患者で特に基礎疾患を有する複雑

性尿路感染症を対象とした。性別は男14例,女6例 で,

年齢は18歳 か ら74歳 までである。投与方法は40mgな

いし80mg筋 注朝夕2回 で,原 則として5日 間連続であ

るが,3例 に7～8日 間投与した。

II. 臨床効果判定基準

臨床効果判定は自覚症状,尿 所見,尿 中細菌の3項 日

を査定すべきと考えたが,対 象が慢性膀胱炎で自覚症状

に乏しいものが多いため効果判定より除外 した。すなわ

ち尿所見 と尿中細菌の2項 日を査定 し,菌 消失尿所見正

常 化したものを著効,菌 数減少尿所見改善を有効,菌 数

不変尿所見不変を無効とした。なお尿中白血球は30個

以上を〓,10～29個 を〓,5～9個 を＋,4以 下を－と

記載している｡

III. 成 績

投与20例 の詳細はTable1に 呈示するとおりであり,

精 果はTable2の よ うに著効3例,有 効5例,無 効12

例 で,有 効率40%で あった。

細 菌学 的 効 果 を検 討 す る とTable3の と お りで,尿

中 分 離 菌27株 中 消失8株(29.6%),存 続15株(55.5%),

交 代4株(14.8%)で あ る。 弱 毒 菌 とみ な され る も のが

22株 で 全 体 の81.5%に あ た り,そ の うちPs. aeruginosa

とserratiaを 合 わ せ る と13株 で48.1%と 高 い 位 置 を

占 め て い る。 これ ら弱 毒 性 耐 性 菌 の増 加 は 抗 生剤 開発 に

付 随 す る副 現 象 と考 え られ る。

当 教 室 で も1975年 入 院患 者 の 尿 中 分 離 菌 はPs. aeru-

ginosa, Proteus sp.,Klebsiellaな ど が 主 体 で あ った

が2),最 近serratiaの 増 加 が 著 し く,今 回 の結 果 もそ れ

を裏 づ け る も の で あ る。菌 交 代 はPs. aeruginosa が

Citrobacterに, SerratiaがRettgerellaに, Klebsiella

がEnterobacterに, RettgerellaがSerratiaに と4株 にご

認 め られ た 。3濃 度 デ ィス ク法 に よ るGMの 感 受 性 を検

討 す る とPs.aerugimsaは3/5(不 明2)の60%に 感 受

性 を 認 め た 。KW-1062も ほ ぼ 同様 の感 受 性 が期 待 され

るが,Ps.aeruginosaに 対 して の治 療 効果 は結 果 的 に 消

失0,存 続6,交 代1で あ った 。 ま たserratiaの GM

感 受 性 率 は1/4(不 明2)の25%で あ り,KW-1062投 与

Fig.1 Chemical structure of KW- 1062 

o-2-amino-6- (methylamino) -2, 3, 4, 6-teradeoxy- α- D- 

erythro- hexopyranosyl- (1→4) -O- [3-deoxy-4-c-methyl- 

3- (methylamino) -β-L- arabinopyranosyl- (1→6)] -2-deoxy-

D-streptamme

Molecular formula C20H41N5O7

Molecular weight 463.58

Table 2 Clinical results of KW-1062

Table 3 Clinical results of KW-1062 classified 

by organisms
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RBC WBC GOT 

GPT BUN Cr 

に よる結果は消失0,存 続5,交 代1で あった。これは

複雑性尿路感染症のいわゆる宿主側因子の問題が関与し

ていると考えられる。複雑性尿路感染症は難治性で抗生

剤のみでは治癒 しがたいものが多いのが現状である。

IV. 副 作 用

投与症例中注射部痛,ア レルギー症状,消 化器症状を

認めた例はない。投与前後の臨床検査所見はFig.2に 呈

示するとおりで,WBC,GOTお よびBUN上 昇をきた

した1例 は,投 与後検査が手術直後になったためで,本

剤投与によるものではないと考えられ る。結局,20例 中

本剤投与により異常を認めた ものは,GPT上 昇1例 と

GOT上 昇1例 の2例 であるが,2例 とも投与中止後す

みやかに正常化した。また腎障害や第8脳 神経障害の徴

候は認め られなかった。聴力検査は1例 施行 したが,老

人性難聴との結果であった(Case14)。

V. 考 按

アミノ配糖体抗生物質はす ぐれ た 抗生剤の1つ であ

り,な かでもGMを われわれは切札的に使用する場合が

多い。しかし泌尿器科領域では腎機能障害者が少なくな

いため,Nephrotoxicity, Ototoxicityの 発現率が高 く

な り使用量に十分注意する必要がある。今回臨床治験を

行なったKW-1062もGMと 抗菌力が類似するため複雑

性尿路感染症に使用 してみた。結果は20例 中著効3例,

有効5例,無 効12例 で,有 効率40%で あ ったが,対 象

内容を考えるとさほど低い率とは考えられない。

GMは 開発当初Ps.aeruginosa, Proteus sp.,Kleb-

siellaな どの弱毒性酎性菌に有効 であったが3),近 年感

受性が低下 し耐性菌が増加 しつ つ あ る4)。当教室でも

Ps.aeruginosaのGM感 受性率は,Disc法 で 〓以上の

ものは1970年100%, 1973年60%, 1975年31%と 低

下の一途をたどっている2)。かかる現状下ではKW- 1062

の複雑性尿路感染有効率40%は 一応満足すべ きものと

考える。特に無効12例 中6例 にはCatheterが 留置され

てお り,こ れらは基礎疾患を除外 してCatheterを 抜 去

した折に本剤を投与すれば臨床効果は十分期待できるも

のと思われる。

またNephrotoxicity, OtotoxicityがGMよ り低いた

め,有 効量と中毒量の幅が広 くなり,比 較的安全に使用

できるとされてお り,わ れわれ も160mg/dayと 比較的

大量に使用してみたが問題 と な る 副作用は認めていな

い。

以上を総括するとKW-1062はGMと ほぼ同等の臨床

Fig. 2 Laboratory findings
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効果を有する安全性の比較的高い抗菌剤 と考えられる。

VI. ま と め

1. 九州大学泌尿器科入院患者で複雑性尿路感染症20

例にKW-1062を 投与した。

2. 投与法は40mgな い し80mg筋 注朝夕2回 で,

原則として5日 間連続であるが,3例 に7～8日 間投与

した。

3. 結果は著効3例,有 効5例,無 効12例 で,有 効

率40%で あ った。

4. 細 菌学的には27株 中消失8株(29.6%),存 続15

株(55.5%),交 代4株(14.8%)で,弱 毒性耐性菌は22

株(81.5%)で,な かでもPs.aeruginosaとSerratiaは

13株(48.1%)と 高い位置を占めた。

5. 副作用はGPT上 昇1例,GOT上 昇1例 の2例 で

あった。
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CLINICAL STUDIES ON KW-1062 IN COMPLICATED 

URINARY TRACT INFECTIONS

SADAMU HIEDA, JYOICHI KUMAZAWA and SHUNRO MOMOSE 

Department of Urology, Kyushu University, School of Medicine 

(Director : Prof. S. MOMOSE)

1) KW-1062 was administered to 20 cases (in-patients) with complicated urinary tract infections 
diagnosed by department of urology of Kyushu University. 

2) KW-1062 was administered intramuscularly at a dose of 40 mg or 80 mg per day for 5 days to 
the patients with complicated urinary tract infections. 

3) The results obtained were excellent in 3 cases, good:in 5 cases and poor in 12 cases, the effective 
ratio being 40%. 

4) As to the bacteriological result, 8 (29. 6%) out of 27 strains disappeared, 15 (55. 5%) strains. 
persisted and 4 (14. 8%) strains were colonized. Resistant strains counted 22 (81. 5%) among which 
Ps. aeruginosa and Serratia were 13 strains (48. 1%). 

5) No side effects were observed except the elevation of GPT in 1 case and that of GOT in another 
case.


